
ご挨拶

第22回日本語教育連絡会議は、オーストリアの首都ウィーンで、8月27日と28日に開催されました。

2000年に第13回会議を引き受けてから、はや9年、その間に流通貨幣としてのユーロが導入され、EU加盟

国も27カ国に増えました。世の中の移り変わりに驚くばかりです。

今回は開催国オーストリアはもとより、日本、ハンガリー、セルビア，チェコ、スロベニア、ドイツ、トル

コから49名が参加しました。2日とも、間に休憩を挟んでとはいえ、朝9時から夕方6時過ぎまで発表が続く

というかなり過密なスケジュールだったにもかかわらず、ほとんど全ての参加者が全日程に参加しました。

発表も、日本語学、社会言語学、言語教育、異文化理解、実践報告、果ては社会学と、連絡会議の伝統とよ

さを十分に感じさせる実に多様な内容でした。質疑応答の時間にも質問、コメント、提案が活発に出され、充実

した会議となりました。

事務局としては、最低限のことしかできませんでしたが、参加者皆さんのご協力により、会議を無事終わら

せることができました。この場を借りて感謝の意をささげます。

ウィーン大学東アジア研究所日本学科

マダドナーめぐみ

☆この論文集作成に関して、くろしお出版よりご後援をいただきました。また、アルク、大修館書店、凡

人社より協賛金をいただきました。
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